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Enjoy

2nd Life

市
内
で
は
毎
年
、
各
地
区
の
公
民
館
な
ど

で
約
１
３
０
の
公
民
館
講
座
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
手
芸
や
料
理
、
ダ
ン
ス
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
な
ど
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
受
講
生

は
、
新
し
い
自
分
の
可
能
性
を
発
見
し
た
り
、

み
ん
な
と
話
を
し
な
が
ら
楽
し
ん
だ
り
し
て

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
後
の
新
た
な
挑
戦

男
性
料
理
講
座

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
包
丁
を
扱
い
、
ま
な

板
を
た
た
く
音
が
響
く
公
民
館
講
座
の
男
性

料
理
講
座
。
受
講
生
の
大
半
は
、
定
年
退
職

後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
謳お

う

歌か

す
る
人
た
ち

で
す
。
今
ま
で
家
事
を
妻
に
任
せ
き
り
だ
っ

た
と
い
う
人
も
多
く
、
料
理
講
座
で
は
レ
シ

ピ
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
、
受
講
生
が
協

力
し
て
料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
家
で
も
料
理
を
作
っ
た
ら
、
家
族
に
好

評
だ
っ
た
」「
妻
と
一
緒
に
料
理
を
作
る
よ

う
に
な
り
、
１
年
で
レ
シ
ピ
本
が
５
冊
増
え

た
」「
料
理
の
準
備
や
後
片
付
け
を
す
る
妻

の
苦
労
が
分
か
り
、
家
で
も
積
極
的
に
手
伝

う
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
受
講
生
か
ら
は

さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
築
き

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
生
き
生
き
と

受
講
生
の
一
人
・
上か

み

村む
ら

優ま
さ
るさ
ん（
72
）は
45

歳
の
と
き
に
埼
玉
県
か
ら
福
山
町
へ
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
店
長
な
ど
を
務

め
「
仕
事
漬
け
の
日
々
で
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
７
年
前
に
定
年
退
職
後
、
自
治
会

活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
、「
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た

の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人

と
知
り
合
い
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
満
喫
し

よ
う
と
、公
民
館
講
座
に
も
参
加
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

上
村
さ
ん
は
仕
事
を
し
て
い
る
妻
の
支
え

に
な
り
た
い
と
の
思
い
も
あ
り
、
男
性
料
理

講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。「
講
座
に
入
る
ま

で
家
で
包
丁
を
握
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

講
座
で
は
料
理
の
他
に
、
自
分
の
身
の
周

り
の
出
来
事
な
ど
、
世
間
話
に
も
花
が
咲
き

ま
す
。「
家
に
い
る
と
、
つ
い
テ
レ
ビ
の
前

な
ど
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
し
ま
い
が
ち
。
外
に

出
掛
け
て
誰
か
と
話
を
す
る
だ
け
で
も
生
活

に
張
り
が
出
て
き
ま
し
た
」
と
生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
見
せ
ま
す
。

講
座
を
生
か
し
家
庭
に
貢
献

妻
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」

今
で
は
妻
が
仕
事
の
日
に
朝
・
昼
の
食
事

を
自
分
で
作
り
、
妻
の
家
事
の
負
担
を
減
ら

し
て
い
る
上
村
さ
ん
。
自
分
で
作
っ
た
料
理

を
食
べ
て
も
ら
う
新
た
な
楽
し
み
も
見
つ
け
、

「
妻
か
ら
『
あ
り
が
と
う
、
お
い
し
い
よ
』

の
一
言
が
聞
け
て
う
れ
し
い
。
講
座
を
受
講

し
て
料
理
の
腕
と
妻
か
ら
の
評
価
が
上
が
り

ま
し
た
ね
」
と
笑
い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
♪

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
公
民
館
講
座
。

来
年
度
の
受
講
生
募
集
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
き
っ
か
け
は
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

男
性
料
理
講
座
受
講
生

上か
み

村む
ら 

優ま
さ
るさ

ん（
72
）

福
山
町
在
住
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昨 年、岐阜県から移住してき
て初めて公民館講座を受講。

料理は普段からしますが、鹿児島
の新鮮な魚をスーパーで見て自分
でもさばいてみたいと思い受講し
ました。近所の人から誘われて魚
釣りにも行くようになり、自分で
釣った魚をさばくことにも挑戦。
趣味の幅も広がりました。公民館
講座にはたくさんのメニューがあ
ります。そこでどんな「未知の自
分」に出会えるのか、わくわくし
ながら次回は何を受講しようか考
えています。

絵 を描くのは苦手でしたが、
絵手紙は『下手でいい、下

手がいい』と経験者の声を聞き、
受講。講師の丁寧な指導を受けて、
自分なりに上達を感じ、少しずつ
自信が付いてきました。他の受講
生からもらった絵手紙は私の宝
物。最近は電話やメールでのやり
取りが多かったのですが、あらた
めて直筆の絵や文字の温かみを感
じ、絵手紙の交換がとても楽しみ
になりました。この年齢になって
も、新しいことは始められる。人
生のいい刺激になっています。

本 や手芸店で学び、編み物の
経験はありましたが、もう

一度基礎から学ぼうと思いました。
講座で知り合った友人と楽しく話
をしたり、作品を見せ合ったりす
ることが長続きの秘

ひ

訣
けつ

。今は、編
んだ帽子などの写真をインター
ネットに載せて、いろいろな人の
感想を聞くことが生きがいです。
家でもラジオを聞きながら編み物
をし、自分の時間を楽しむように
なりました。久しぶりに夫にベス
トかニット帽を編んであげようか
なと思っています。

生きがいの
宝石箱や～
公民館講座にはさまざまな講座があります。
皆さんに共通しているのはキラキラと輝く笑顔。
今年度の公民館講座受講生にその理由を聞きました。

受
講
生
が
語
る

公
民
館
講
座
の
魅
力

挑戦する意欲が出てきた苦手だったことが楽しみへ仲間と一緒に趣味に没頭

座
を
受
講
し
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
楽
し
み

を
見
つ
け
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

生
き
が
い
や
仲
間
を
見
つ
け
よ
う

家
に
い
る
時
間
が
長
か
っ
た
り
、
一
人
暮

ら
し
で
孤
独
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
家
族
や

友
人
が
い
た
ら
、
今
回
の
特
集
で
取
り
上
げ

た
受
講
生
の
体
験
談
を
紹
介
し
、
受
講
を
勧

め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
講
座
も
半
数
以

上
は
初
心
者
で
し
た
。
新
た
な
生
き
が
い
や
、

同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
共
に
学
べ
る

仲
間
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

講
座
の
募
集
が
始
ま
る
こ
の
時
期
に
、
ぜ

ひ
一
歩
を
踏
み
出
し
て
新
し
い
人
生
の
扉
を

た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

取
材
を
し
た
公
民
館
講
座
に
は
、
和
や
か

な
空
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
友
人
が
増
え

た
人
、
趣
味
の
幅
が
広
が
っ
た
人
な
ど
、
講

2019年度
公民館講座の
募集開始
公民館講座の募集が3月から始まりました。
みんなで楽しく学びながら、新しい自分を見つ
けてみませんか。
各講座の内容などの詳細は、公民館講座募集
案内のパンフレットか市ホームページをご覧く
ださい。
◦�期間
原則６月～翌年２月
◦�受講資格
◦霧島市内に居住または勤務する人
◦満18歳以上（高校生を除く）
◦講座の運営に積極的に協力できる人
◦�申込方法
　往復はがきに①希望の講座番号・講座名、②
希望する講座の今までの受講回数、③氏名、④
性別、⑤年齢、⑥住所、⑦電話番号を記入し郵
送または直接
※�１人４講座まで（１講座につき１枚はがきが必
要）。同一講座の受講は原則連続2年までです。
◦�申込期限
４月２日（火）当日消印有効
◦�受講料（講座回数／年間受講料）
９回／ 2,000円
15回／ 3,000円
※�講座によっては、別途教材費などが必要な場
合もあります。
◦�受講決定
◦�講座の開設及び受講決定などの詳細は、返信
用はがきで通知します。
◦�決定通知は4月下旬の予定です。はがきが届
かない場合は、連絡してください。
◦�受講を取り消す場合は、必ず連絡してくださ
い。
◦その他の注意事項
◦�教材費は受講生の自己負担です。
◦�定員を超えた場合は抽選。申し込みが10人
未満の講座は開設しないことがあります。
◦�祝日、荒天による日程変更の他、会場や講師
が変更になる場合もあります。
◦�体を動かす講座を希望する人で、持病がある
人は医師に相談してから申し込んでください。
◦�屋外での講座は、別途保険料が必要な場合も
あります。
◦�子、孫、ペットなど受講生以外の参加はでき
ません。

�問・�申＝社会教育課  ☎（64）0708
〒899-4394  霧島市国分中央3-45-1

編み物手芸講座
平田 まり子さん（63）
国分在住

魚のさばき方講座
安田 千代子さん（68）
霧島在住

絵手紙講座
図師 弘和さん（78）
国分在住
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中山間地域の
光ブロードバンド網
整備に向け始動

CIVIC NEWS

Topic of kir ishima city まちの話題 市ホームページに掲載している「ま
ちの話題」にも、市内の出来事を
紹介していますのでご覧ください。

市
でキャンプを行ったサッカーＪ1の大分トリ
ニータが１月29日、国分運動公園多目的広

場でJ2の鹿児島ユナイテッドFCと練習試合を実施。
結果は1-1で、会場は白熱したプレーに沸きました。

プロサッカーの迫力、間近で

市
国際交流協会の設立10周年を記念した国際親
善ナンコ大会が２月１日、市内の旅館でありま

した。欧米やアジアの外国人16人を含む44人が鹿児
島に伝わる酒席の数当て遊び「ナンコ」を楽しみました。

伝統の「ナンコ」で国際交流

ふるさと霧島カルタで熱戦

女子駅伝、姶良が２連覇

県
地区対抗女子駅伝競走大会が１月27日、国分・
隼人の市街地で開催されました。姶良チームは、

霧島市出身の中高生や京セラ女子陸上競技部の活躍で
大会記録を更新し、昨年に続き優勝を果たしました。

まちの発展や健康づくりなどに
貢献した個人・団体などを表彰

霧
島市健康福祉まつり・市民表彰・道義高揚豊かな
心推進大会・安心安全まちづくり大会が２月10

日、霧島市民会館でありました。舞台では長年、各分
野で市の発展に尽力した個人・団体の表彰や、健康づ
くり功労者、8020運動達成者、花いっぱいコンクー
ル入賞者、健康福祉作品展入賞者、社会福祉功労者な
どの表彰、善行表彰があり、県警音楽隊の演奏や女優
で短期大学客員教授の菊池桃子さんの講演などもあり
ました。各表彰者は市ホームページをご覧ください。

市
子ども会育成連絡協議会主催のふるさと霧島カ
ルタ選手権が２月３日、隼人農村環境改善セン

ターであり、子ども会員約100人が参加。霧島の自然
などの魅力が詰まったかるたで熱戦を繰り広げました。

誰
も
が
快
適
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
市
は
３
月
か
ら
市
内
の
固
定

系
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は
２
０
２
２
年
３
月

ま
で
に
、
現
在
光
回
線
が
通
っ
て

い
な
い
中
山
間
地
域（
地
図
参
照
）

へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
を
、
市

が
選
定
し
た
電
気
通
信
事
業
者
が

行
い
ま
す
。

固
定
系
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
主

な
も
の
に
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

最
も
通
信
速
度
が
速
い
光
回
線
は

現
在
、
電
気
通
信
事
業
者
に
よ
り

国
分
・
隼
人
地
区
の
平
野
部
と
鹿

児
島
空
港
周
辺
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
溝
辺
地
区
に
は
、
平
成
16

年
に
市
（
旧
溝
辺
町
）
が
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
整

備
し
、
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

の
国
の
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

通
信
速
度
の
遅
い
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
、

そ
れ
以
外
の
中
山
間
地
域
を
含
む

地
区
で
電
気
通
信
事
業
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

光
回
線
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
比
べ
て
、

動
画
や
音
楽
な
ど
大
容
量
の
デ
ー

タ
を
高
速
で
や
り
取
り
で
き
る
た

め
、
近
年
は
企
業
活
動
に
欠
か
せ

な
い
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
総
務
省
の
推
計
に
よ
る
と
、

平
成
29
年
３
月
末
の
光
回
線
の
世

帯
カ
バ
ー
率
は
全
国
99
％
、
鹿
児

島
県
86
・
５
％
に
対
し
、
霧
島
市

は
83
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
電
気
通
信
事
業
者
に
よ
る
中

山
間
地
域
へ
の
光
回
線
整
備
は
、

採
算
性
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら

進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、
情
報
格
差
を

な
く
し
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
が
平

成
27
年
に
策
定
し
た
「
ふ
る
さ
と

創
生
総
合
戦
略
」
で
掲
げ
る
、
情

報
化
社
会
に
対
応
し
た
企
業
誘
致

や
雇
用
創
出
、
移
住
定
住
促
進
、

子
育
て
支
援
な
ど
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◎�

�問
＝
情
報
政
策
課
☎（
64
）０
９

３
３

霧島市における各ブロードバンドの通信速度で
す。最大通信速度は理論上の最大値です。利用環
境などにより、実際は最大値の50～ 70％の速度
になります。ADSLは光やケーブルテレビと異な
り、収容局からの距離が離れるほど速度が著しく
低下します。

ブロードバンド別の通信速度比較

霧島市光ブロードバンド
整備計画対象地域

最大通信速度 (bps)

光

ケーブルテレビ

国の基準

収容局からの距離

ADSL

120M

47M
30M

1G

① 第１期（2018年〜2019年度）
② 第２期（2019年〜2020年度）
③ 第３期（2020年〜2021年度）

②
山ヶ野 ①

横川 ①
牧園

①
丸尾

①
霧島

③
松ヶ野

③
上之段

③
牧之原

③
福山

②
万膳

②
安楽②

嘉例川

溝辺
（対象外）

国分
（対象外）

隼人
（対象外）

十三塚原
（対象外）
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霧島市にはたくさんの企業があり、そこで多くの若者が生き生きと働いています。

このコーナーでは、そんな企業や若者の暮らしを紹介します。

第21回は東
とう

フロコーポレーション㈱の宮薗武
たけ

史
し

（35）さんです。

就職を控える生徒や学生の皆さん、ぜひ霧島市で働き・暮らすという未来を描いてみませんか。

育児休業取得者数（男／女）：1人（0人／ 1人、H30年度）
平成30年採用実績（新卒／それ以外）：１人（0人／ 1人）
初任給：16万～ 22万円
勤務時間：午前８時45分～午後５時15分（年間休日123日）

従業員数（男／女）：72人（55人／ 17人）
平均年齢：39歳
有給休暇の平均取得日数：7.4日／年
月平均残業時間：23時間

代表者：代表取締役　田畑 隆一郎	 創　業：昭和48年７月
資本金：6,000万円	 全社売上高：44億円（平成30年８月期）

管
や
溝
を
通
る
液
体
、
気
体
の
流
量
を

測
定
す
る
「
流
量
計
」。
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
や
水
量
計
も
そ
の
一
種
で
す
。
近
年
、

流
量
計
は
計
る
以
外
に
も
、
流
量
を
制
御
す

る
役
割
で
需
要
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
金
属
加
工
で
発
す
る
熱
を
均
等
に
冷
や
す

冷
却
水
や
、
半
導
体
な
ど
の
精
密
機
器
製
造

に
必
要
な
高
価
な
薬
液
。
そ
れ
ら
の
量
を
自

動
で
適
量
に
調
整
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
や
機
械
の
故
障
防
止
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
今
や
「
も
の
づ
く
り
大
国
」
日

本
を
支
え
る
ほ
と
ん
ど
の
機
械
装
置
に
欠
か

せ
な
い
製
品
と
も
い
え
ま
す
。

そ
の
流
量
計
の
専
門
メ
ー
カ
ー
が
東
フ
ロ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
。
同
社
の
売
り
上
げ

の
約
半
分
を
占
め
る
主
力
製
造
工
場
が
、
隼

人
町
住
吉
に
あ
る
鹿
児
島
工
場
で
す
。
半
導

体
製
造
に
欠
か
せ
な
い
超
音
波
流
量
計
や
数

十
基
の
流
量
計
を
組
み
合
わ
せ
た
大
型
ユ

ニ
ッ
ト
の
製
造
も
担
う
な
ど
、
同
社
の
先
端

技
術
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

関
東
で
10
年
間
、
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
の

技
術
者
と
し
て
経
験
を
積
み
、
培
っ
た
技
術

を
地
元
・
鹿
児
島
で
生
か
そ
う
と
４
年
前
に

入
社
し
た
の
が
隼
人
町
に
住
む
宮
薗
武
史
さ

ん（
35
）で
す
。
現
在
、
ユ
ニ
ッ
ト
製
造
の

メ
イ
ン
担
当
と
い
う
重
要
な
仕
事
を
任
さ
れ
、

仕
事
中
も
「
み
や
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で
社
員

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
親
切
で
高
い
理
想
を
持
っ
て
い

ま
す
。
入
社
し
て
す
ぐ
に
大
型
設
備
の
導
入

が
あ
り
、
制
御
ソ
フ
ト
の
開
発
担
当
を
申
し

出
ま
し
た
。
普
通
は
よ
そ
者
や
新
参
者
に
は

風
当
た
り
が
厳
し
い
も
の
。
で
も
私
の
提
案

を
『
や
っ
て
み
ろ
』
と
快
く
受
け
入
れ
て
く

れ
ま
し
た
。
経
験
豊
富
な
先
輩
が
多
く
、
技

術
者
と
し
て
も
成
長
で
き
る
環
境
。
上
司
も

仕
事
量
の
調
整
に
常
に
配
慮
し
て
く
れ
る
」

と
充
実
し
た
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ま
で
諦
め
な
い

情
熱
で
業
績
を
伸
ば
し
、
昨
年
は
全
社
で
過

去
最
高
の
売
り
上
げ
を
更
新
し
ま
し
た
。

「“
東（
ト
ー
タ
ル
＝
全
体
）フ
ロ（
フ
ロ
ー

＝
流
れ
）”
の
社
名
の
と
お
り
、
こ
れ
か
ら

も『
流
量
計
で
社
会
全
体
の
流
れ
を
支
え
る
』

と
い
う
使
命
を
胸
に
頑
張
り
ま
す
」

ワーク
vol.21

◦場所＝隼人町真孝4-3
◦�営業時間＝午前７時～午後６時
◦店休日＝月曜　◦駐車場＝約20台
問＝オリバー ☎（43）2585

OLIVER（オリバー）

機器製造の安定と効率を陰で支える。

休 日、妻と散歩がてらよく訪れるのが、
隼人町真孝の人気のパン屋さん「オリ

バー」です。ここの魅力は種類の多さ。店員の
古川健太郎さん（35）によると「誰でも一つは好
きなパンを見つけられるように」と約200種類
を用意しているそう。チキン南蛮バーガーやピ
ザなどの惣菜パンも多く、いつもどれを買おう
か迷います。パンを買ったらコーヒーや紅茶が
１杯無料なのもうれしいですね。
土曜の正午から始まる２割引きのタイムサー
ビスには人だかりができます。私のお気に入り
は土日限定販売の「ボローニャ」。長時間発酵さ
せたフランスパン生地の中に角切りベーコンと
チーズが入っていて、外はカリカリ、中はふっ
くらとした食感がたまりません。買ったパンを
天降川沿いの公園で妻と食べるのが私の楽しみ。
ぜひ皆さんも行ってみてください。

OFF

隼人町住吉258　☎0995（42）8811
東
とう

フロコーポレーション㈱ 鹿児島工場 市ホームページで、
このコーナーの
バックナンバーを
ご覧いただけます。
➡

取材協力企業

東
フ
ロ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
　
生
産
管
理
課

宮
薗 

武
史
さ
ん（
35
）

菱
刈
町
出
身
。加
治
木
工
業
高
校
卒
業
後
、関
東
の
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー

に
就
職
。
平
成
27
年
帰
郷
し
入
社
。
趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
釣

り
。
妻
と
愛
犬
と
隼
人
町
在
住
。

ON

東フロ 検索

24 123
222

321

420

519

618

717

816

915

1014
1113 12

睡眠

愛犬と散歩

シャワー
朝食

退勤

通勤、準備

夕食
入浴

テレビ鑑賞、
愛犬と遊ぶ

勤務

勤務

休
憩

1 日の
タイム

テーブル残業

「やる気」を一番に
評価してくれる
会社です。

お勧め
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霧
島
市
で
唯
一
、
中
学
課
程
の

特
認
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
が

標
高
約
３
２
０
ｍ
の
山
あ
い
に
あ

る
国
分
の
木
原
小
・
中
学
校
で
す
。

茶
畑
や
牛
舎
な
ど
が
広
が
る
の
ど

か
な
環
境
に
囲
ま
れ
、
小
学
生
27

人
（
特
認
生
14
人
）、
中
学
生
23

人
（
同
18
人
）
が
同
じ
校
舎
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。

同
校
の
特
徴
は
、
小
学
か
ら
中

学
ま
で
共
通
の
教
育
目
標
を
設
定

し
、
学
力
と
「
生
き
る
力
」
を
身

に
付
け
ら
れ
る
こ
と
。
社
会
人
と

し
て
自
立
す
る
能
力
や
態
度
を
育

成
す
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
実

践
校
と
し
て
、
成
長
段
階
ご
と
に

目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
昨

年
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
校
と
し

て
市
で
初
め
て
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

い
つ
で
も
お
い
で

「
多
感
な
中
学
生
は
友
達
や
学

習
で
悩
む
こ
と
も
多
い
。
う
ち
の

中
学
校
に
は
特
別
支
援
学
級
も
あ

る
。
も
し
今
の
環
境
に
合
わ
な
い

と
思
っ
た
子
が
い
た
ら
、
そ
の
受

け
皿
に
な
り
た
い
」
と
教
頭
の
田

川
博
和
さ
ん（
54
）。

授
業
や
昼
休
み
、
給
食
で
生
徒

と
児
童
が
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

多
い
同
校
。
運
動
会
で
も
地
域
住

民
と
一
緒
に
、
世
代
間
の
触
れ
合

い
を
楽
し
む
姿
が
印
象
的
で
す
。

田
川
さ
ん
は
「
中
学
生
の
頼
も
し

い
背
中
は
、
児
童
た
ち
の
身
近
な

目
標
と
な
り
、
将
来
の
夢
を
描
く

手
本
に
な
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
バ

ス
な
ど
通
学
の
便
も
い
い
。
ぜ
ひ

本
校
で
の
び
の
び
と
成
長
し
て
ほ

し
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

おいでよ

特認校とは、自然豊かな環境に恵まれ
た小規模校に、校区外から入学・通学
できる制度のことです。

木原小・中学校　
在校生50人（うち特認生32人）
国分郡田3592
☎（49）3106

市内で唯一、中学生も通える特認校
よく学びよく考え、豊かな心を持ち、元気でたくましく生きる子を育てる。

●❻

別の校区の中学校に進学した息子。新しい環境に
なじめず、ふれあいバスを利用して中学２年か

ら木原小・中学校に通い始めました。少人数だから学
習や交友関係に先生の目が届くので安心。前の学校よ
り友達も増えて明るくなりました。小学生と過ごす機
会が多く、学校行事や生徒会活動などで誰もが役割を
持つので、責任感や行動力、積極性が身に付いたよう。
思い切って転校してよかったです。

◎
特
認
生
の
保
護
者

阪
口 

喜よ
し
美み

さ
ん（
46
）

隼
人
町
在
住

責 任 感 や 行 動 力 が 身 に 付 き、 明 る く な っ た

地域住民に教わる釜いり茶体験生徒の主張を児童も聞く弁論大会地域と保護者も活躍する運動会手をつないで入場する入学式

児童生徒が一緒に味わう「交流給食」

酢
飯の中にさまざまな具を混ぜ
合わせた「ちらしずし」。ひな

祭りなどの祝い事で食べる人も多いの
ではないでしょうか。
霧島の柿木文子さん（74）は四姉妹
の三女。柿木さんが４歳のときに父・
敏雄さんが亡くなり、母・フヂヱさん
は家族を養うために昼も夜もわらで縄

なわ

を編んで生計を立てていました。
「ちらしずしは誕生日や正月しか食
べられないごちそうでした。鶏肉が
入っていておいしく、色鮮やかで大好
きでした。でも、ニンジンがあまり好
きではなかった私たち姉妹。嫌いな物
も食べられるようにと、手間を掛けて
具を刻んでくれる優しい母でした」と

懐かしみます。
姉２人は家計を支えるために中学卒
業後、県外に就職。柿木さんも愛知県
の会社に就職しました。19歳のとき
にフヂヱさんが急死し、20歳で帰郷。
結婚して子どもを育てるようになって
からは、自分の小さいときと同じよう
に誕生日などの祝い事に、ちらしずし
を作るようになった柿木さん。貧しい
生活の中でも、祝い事の食卓だけは華
やかにしてくれた母の思い出を大切に
しています。
具だくさんで色鮮やかな柿木さんの
ちらしずしは家族に好評で「夫は、歯
応えがあるたくあん入りが好み。子ど
もたちは、具を細かく刻むことで好き

嫌いせずたくさん食べてくれました。
孫もおいしいと言って食べてくれるの
がうれしい」とほほ笑みます。
柿木さんはこれからもフヂヱさんの
ように、真心を込めてちらしずしを作
ります。

優しさが散りばめられた“ちらしずし”

〈材料〉（４個分）
米…３合、鶏もも肉…150g、ゴボ
ウ…１本、ニンジン…１本、揚げ豆
腐…２枚、こんにゃく…半丁、たくあ
ん…15cm、かまぼこ…１本、干しシイ
タケ…小５個、昆布…10cm、錦糸卵・
刻みのり…適量、すし酢…90cc
（A）�干しシイタケと昆布の戻し汁…

200cc、ざらめ…大さじ１、白
だし…大さじ２

〈作り方〉
①�干しシイタケ、昆布を水に戻して
おく。

②�戻した①と鶏もも肉、ゴボウ、ニ
ンジン、揚げ豆腐、こんにゃく、た
くあん、かまぼこを５mm程度に刻
む。

③�たくあんとかまぼこ以外の②を
炒める。
④�火が通ったらAを加え、水気がな
くなるまで煮る。
⑤�④にたくあんとかまぼこを加え混
ぜて冷ます。

⑥�炊いた米にすし酢を加え混ぜる。
⑦�⑤と⑥を混ぜた後、皿に盛って錦
糸卵と刻みのりをまぶす。

FMきりしま
（周波数：76.9MHz）で、
この「思い出の味」を
鹿児島弁で紹介します。
◦�放送日時＝３月14日（木）午後３時
30分～、○再 ３月15日（金）午前10
時30分～

◦�コーナー名＝「SHIKOと堀ちゃん
のかごっま弁で語いもんそぉ」

ちらしずし

柿
かき

木
のき

 文
ふみ

子
こ

さん（74）

霧島川北

Recipe
レシピ

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

�

Taste of m
em

ories

slo
w

 fo
o

d
 &

 e
d

u
ca

tio
n
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今
年
は
平
成
最
後
の
年
で
あ
り
、
干
支
が

己き
が
い
・
つ
ち
の
と
い

亥
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
号
で
は
元
号

と
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

元
号
の
い
わ
れ

元
号
は
世
界
中
の
国
で
も
日
本
で
し
か
使

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
の
歴
史
を
知
る
上

で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
南
北

朝
時
代
（
一
三
三
六
～
一
三
九
二
年
）
に
は

南
朝
と
北
朝
が
対
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
元

号
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
は
北
朝

の
元
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
石
塔
が
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
、
そ
の
石
塔
を

建
て
た
人
物
が
北
朝
に
味
方
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

「
平
成
」
は
日
本
の
歴
史
上
二
四
七
番
目

の
元
号
で
す
。
慶
応
か
ら
明
治
に
改
元
さ
れ

る
際
、
天
皇
一
代
に
つ
き
一
元
号
と
す
る

「
一い

っ

世せ
い

一い
ち

元げ
ん

の
制
」
を
定
め
ま
し
た
。
そ
れ

以
前
は
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が
あ
っ
た
と

き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
節
目
に
合
わ
せ
て
改

元
し
て
い
た
た
め
、
天
皇
の
代
数
と
元
号
の

数
は
合
致
し
ま
せ
ん
。

元
号
の
中
に
は
、「
神じ

ん

護ご

景け
い

雲う
ん

」
と
い
う

元
号
と
イ
ノ
シ
シ

皇
に
対
し
て
「（
臣
下
で
あ
る
）
道
鏡
を
皇

位
に
つ
け
よ
」
と
い
う
宇
佐
八
幡
宮
の
偽に

せ

の

２注

託た
く

宣せ
ん

を
奏
上
し
ま
す
。
真
偽
を
確
か
め
る

た
め
遣
わ
さ
れ
た
清
麻
呂
は
、
宇
佐
八
幡
宮

で
「
天
皇
の
跡
継
ぎ
に
は
必
ず
天
皇
家
の
血

四
文
字
の
珍
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
女
帝
で
あ
っ
た
称

し
ょ
う

徳と
く

天
皇
が
唐
の
１注

則そ
く

天て
ん

武ぶ

后こ
う

に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
珍
し
い
元
号
が
使
わ
れ
た
時
代
に
、
干

支
の
イ
ノ
シ
シ
に
関
わ
る
「
宇
佐
八
幡
宮
神

託
事
件
」
が
起
き
ま
す
。
そ
れ
は
霧
島
市
と

も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
と
和
気
神
社

イ
ノ
シ
シ
は
日
本
人
の
生
活
に
古
く
か
ら

密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
動
物
で
す
。
縄
文
時

代
の
貝
塚
な
ど
か
ら
骨
が
出
て
い
ま
す
し
、

最
近
は
ジ
ビ
エ
（
狩
猟
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

野
生
鳥
獣
の
食
肉
）
料
理
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
と
関
係
の
深
い
歴
史

上
の
人
物
と
い
え
ば
、
平
安
時
代
の
官
僚
・

和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

が
有
名
で
す
。
牧
園
町
中
津
川

は
清
麻
呂
が
宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件
で
流
さ

れ
た
地
で
、
清
麻
呂
を
祭
っ
て
い
る
和
気
神

社
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
存

在
で
し
ょ
う
。

神
護
景
雲
三
（
七
六
九
）
年
五
月
、
皇
位

を
狙
っ
て
い
た
権
力
者
・
道ど

う

鏡き
ょ
うが
、
称
徳
天

筋
の
者
を
立
て
よ
。
道
理
の
な
い
者
は
早
く

取
り
除
け
」
と
い
う
託
宣
を
受
け
、
そ
の
ま

ま
天
皇
に
奏
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
激
怒
し

た
道
鏡
は
清
麻
呂
を
大
隅
国
（
現
・
鹿
児
島

県
東
部
）
に
流
し
ま
す
。

清
麻
呂
が
大
隅
国
へ
向
か
う
途
中
、
豊ぶ

前ぜ
ん

国
（
現
・
福
岡
県
の
一
部
と
大
分
県
の
一
部
）

宇
佐
郡
に
至
る
と
、
三
百
頭
あ
ま
り
の
イ
ノ

シ
シ
が
現
れ
宇
佐
八
幡
宮
ま
で
先
導
し
、
道

鏡
の
刺
客
か
ら
守
っ
て
く
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
翌
年
、
称
徳
天
皇
が
崩ほ

う

御ぎ
ょ

す

る
と
、
道
鏡
は
朝
廷
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
清

麻
呂
は
都
へ
と
戻
さ
れ
ま
す
。
以
上
が
宇
佐

八
幡
宮
神
託
事
件
の
て
ん
末
で
す
。

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
、
清
麻
呂
は
皇

室
を
守
っ
た
忠
臣
と
し
て
神
号
が
与
え
ら
れ
、

神
社
に
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

部
の
神
社
に
は
狛こ

ま

犬い
ぬ

の
代
わ
り
に
「
狛
猪
」

が
置
か
れ
、
和
気
神
社
も
そ
の
中
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
の
十
円
紙
幣
に
は
清

麻
呂
の
肖
像
画
が
採
用
さ
れ
、
裏
に
イ
ノ
シ

シ
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
和

気
神
社
に
は
清
麻
呂
と
イ
ノ
シ
シ
を
描
い
た

大
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
、
珍
し
い
白
い
イ
ノ
シ

シ
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
平
成
最
後
の

亥
年
に
ふ
さ
わ
し
い
、
霧
島
市
の
名
所
で
す

ね
。

（
文
責
＝
坂
）

和気神社の大絵馬（左）と和気公の銅像（京都市・護王神社）（右）

←

注
１
：
中
国
史
上
、
唯
一
の
女
帝
。
四
文
字
元
号
を
使
用
し
た
。

注
２
：
神
が
人
に
乗
り
移
っ
て
そ
の
意
志
を
伝
え
る
こ
と
。

成人が肺炎になる一番の原因は「肺炎球菌」という細菌への感染
で、原因の25～40％を占めています。
肺炎球菌は、肺炎や髄膜炎（脳を覆う髄膜などが炎症を起こす病

気）などの重い感染症を引き起こすことがあり、特に高齢者の重症
化が問題になっています。
肺炎球菌による病気の重症化と死亡のリスクは、予防接種を受

けることで軽減できます。平成30年度の対象者には昨年３月末に
問診票を送付しています。まだ受けていない人は、できるだけ早
く接種しましょう。問診票がない人は問い合わせください。

◦�助成対象＝過去に高齢者肺炎球菌予防接種を受けたことがな
い人で、平成30年４月２日から平成31年４月１日までに65歳、
70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人

※誕生日前でも接種できます。
◦�自己負担額＝3,500円（生活保護受給者は無料）
◦�実施期限＝平成31年３月31日（日）
※医療機関に事前予約が必要です。
問＝健康増進課  ☎（64）0905、各総合支所市民生活課

最悪で死亡例もある
「肺炎球菌」
高齢者の予防接種の
費用助成は３月31日まで

日/曜日 診 療 科 目 地　区 医  療  機  関  名 電　話

７日 
（日）

内科 国 分 はやし内科クリニック 47 － 7611
内科 牧 園 霧島桜ケ丘病院 78 － 3135
小児科 国 分 ふたばクリニック小児科皮膚科 57 － 5555
耳鼻咽喉科 国 分 原口耳鼻咽喉科 46 － 3333
眼科 国 分 高倉眼科 47 － 7300
内科消化器科 姶良市 中馬クリニック 67 － 8000
泌尿器科 姶良市 ザ王病院 62 － 4611

14日 
（日）

内科消化器科 国 分 原口内科消化器科 46 － 2232
外科 隼 人 隼人クリニック 43 － 5511
内科循環器科 姶良市 さんのう内科 63 － 3000
小児科 姶良市 立花こどもクリニック 73 － 3888
脳外科内科外科 姶良市 青雲会病院 66 － 3080
眼科 姶良市 姶良みやもと眼科 62 － 1010
内科 湧水町 前田医院 74 － 5001

21日�
（日）

内科小児科 横 川 林内科 72 － 1818
内科 隼 人 山下内科クリニック 43 － 0460
小児科 国 分 いかりこどもクリニック 48 － 5858
内胃腸消外科 溝 辺 とくだクリニック 64 － 1717
耳鼻咽喉科 国 分 みみ・はな・のどとしクリニック 46 － 4987
内科循環器科 姶良市 こまき内科循環器科クリニック 67 － 8899
産婦人科 姶良市 竹内レディースクリニック 65 － 2296
眼科 姶良市 田中眼科 65 － 3986

28日�
（日）

内循小児科 国 分 鵜木医院 45 － 0011
内皮膚小児科 溝 辺 徳永医院 58 － 2302
産婦人科 隼 人 みつお産婦人科 44 － 9339
眼科 国 分 渡辺眼科クリニック 45 － 6888
内呼循環器科 姶良市 河俣内科 67 － 8005
小児科 姶良市 こどもとアレルギーのクリニックけいあいら 55 － 1888
皮膚形成外科 姶良市 西クリニック 67 － 2412

29日 
（月）

内科 国 分 うえぞの内科クリニック 48 － 6555
整形外科 国 分 霧島整形外科クリニック 73 － 8840
眼科 国 分 いぢち眼科 47 － 3618
内科 姶良市 加治木中央クリニック 63 － 8800
小児科 姶良市 こどもクリニック山﨑 65 － 1350
耳鼻咽喉科 姶良市 でぐち耳鼻咽喉科 67 － 3342
内科小児科 湧水町 林内科医院 75 － 2047

30日（火） 眼科 隼 人 隼人福島眼科 64 － 2940
※30日（火）は、多くの医療機関（眼科を除く）で通常通りの診療を行っています。
◎原則として往診はしません。
◎診療時間は午前９時〜午後５時。（眼科は午前９時〜午後１時）
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡の上、受診してください。

姶良地区医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（４月）

◎開局時間は午前９時〜午後５時。
※� 7日（日）ひまわり薬局、28日（日）霧島市民薬局中央、
30日（火）ひなた調剤薬局は、午前９時～午後１時
まで。

◎日曜・祝日薬局日程表（４月）
姶良地区薬剤師会

日/曜日 地区 薬　局　名 電　話

７日
（日）

国分 きぼう薬局 73－7162

国分 中央一丁目薬局 46－2858

国分 ひまわり薬局 48－5520

国分 おおぞら薬局 57－6220

牧園 さくらの杜薬局 78－8282

14日（日） 国分 こすもす薬局 64－0311

21日�
（日）

国分 かりん薬局 48－5670

国分 きらら薬局 47－5656

溝辺 あおぞら薬局 58－9877

横川 サン調剤薬局 72－1800

28日�
（日）

国分 霧島市民薬局中央 47－1855

隼人 とざか薬局隼人店 64－2270

29日�
（月）

国分 まいづる薬局 46－0628

国分 霧島マリンバ薬局 73－7970

30日（火） 隼人 ひなた調剤薬局 42－8704

休日歯科救急診療
⃝�時間＝午前９時～午後３時
⃝��場所＝姶良地区歯科医師会館口腔保健セン
ター（空港近く）

問＝姶良地区歯科医師会  ☎（58）4388

小児科・内科 夜間救急診療
⃝��月～金曜＝午後７時30分～ 10時30分
⃝�土曜・日曜・祝日＝午後６時30分～９時30分
問�＝霧島市立医師会医療センター  ☎（42）1171

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
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Noah coffee ノアコーヒー
隼人町内1449-1 ☎（50）1646
休日／毎週火曜日
営業時間／10：00～ 17：00

永
良
部
コ
ー
ヒ
ー
」
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

本
な
ど
で
栽
培
方
法
を
独
学
し
な
が
ら
百
本
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。「
う
ま
く
成
長
せ
ず
実
が
な
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
で
し
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
３
年
後
に
初

収
穫
で
き
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
喜
ん
だ
の

も
つ
か
の
間
、
翌
年
は
台
風
の
塩
害
で
農
園
は
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
土
壌
の
改
良
や
草
刈
り
、剪せ

ん

定て
い

、防
風
ネ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
、
一
人
で
作
業
し
て
再
起
を
図
り
ま
し
た
。

「
力
仕
事
も
多
く
、
心
身
共
に
疲
れ
果
て
畑
で
泣
い
た
こ

と
も
。
苦
労
を
知
っ
て
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
霧
島
の
友
人

た
ち
が
心
の
支
え
と
な
り
続
け
ら
れ
た
」
と
苦
難
の
日
々
を

振
り
返
る
一
方
で
、「
可
能
性
が
あ
る
限
り
諦
め
た
く
な
か
っ

た
。
農
作
業
や
重
い
豆
を
運
ぶ
作
業
で
腕
が
た
く
ま
し
く

な
っ
た
」
と
ち
ゃ
め
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
笑
い
ま
す
。

台
風
が
近
づ
く
た
び
に
島
に
行
き
、
防
風
ネ
ッ
ト
の
確
認

を
行
い
ま
す
。
農
園
に
行
く
と
１
本
１
本
の
木
に
話
し
掛
け

赤
道
付
近
で
栽
培
が
盛
ん
な
コ
ー
ヒ
ー
は
、
香
ば
し
い

香
り
と
ほ
ど
よ
い
苦
味
で
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
日

本
で
も
沖
縄
や
小
笠
原
諸
島
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
産
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
国
産
コ
ー
ヒ
ー
を
鹿
児
島
に
根
付
か
せ
よ
う
と
奮
闘

す
る
女
性
が
い
ま
す
。
隼
人
町
の
コ
ー
ヒ
ー
店
「
ノ
ア
コ
ー

ヒ
ー
」
代
表
の
東ひ

が
しさ

つ
き
さ
ん（
47
）で
す
。
昨
年
、
鹿
児
島

県
産
珈
琲
生
産
協
会
（
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
設
立
し
、
25
人
の
会

員
と
共
に
栽
培
技
術
の
情
報
交
換
や
農
園
の
視
察
な
ど
に
駆

け
回
っ
て
い
ま
す
。

東
さ
ん
は
10
年
前
、
県
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
カ
フ
ェ

を
隼
人
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
は
県

産
ど
こ
ろ
か
国
産
も
手
に
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
栄
養
士
で

食
の
安
全
を
追
い
求
め
る
東
さ
ん
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
自
分
で

作
ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
す
。
営
農
指
導
を
し
て
い
た
父
・
政

次
さ
ん
に
相
談
し
な
が
ら
、
実
家
の
あ
る
沖
永
良
部
で
「
沖

ま
す
。「
困
難
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て

く
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
私
の
分
身
の

よ
う
な
も
の
。『
私
に
付
き
合
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
」
と
愛
情
を
込
め
ま
す
。

東
さ
ん
の
育
て
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、
ノ
ア
コ
ー
ヒ
ー
で
も
年

に
数
回
し
か
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
今
は
年
間
３
０

０
㌔
収
穫
す
る
の
が
精
一
杯
。
生
産
者
の
育
成
や
県
産
コ
ー

ヒ
ー
を
か
た
る
偽
物
が
出
回
ら
な
い
よ
う
に
正
し
い
認
定
方

法
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
先
を
見
据
え
ま
す
。

ノ
ア
コ
ー
ヒ
ー
は
、
東
さ
ん
が
世
界
各
国
か
ら
厳
選
し
た

コ
ー
ヒ
ー
豆
を
遠
赤
外
線
焙
煎
し
、
新
鮮
で
酸
化
し
に
く
い

状
態
で
提
供
。
優
し
く
て
ま
ろ
や
か
な
香
味
を
楽
し
め
ま
す
。

「
飲
む
人
や
作
る
人
の
笑
顔
が
見
た
い
」。
そ
う
言
っ
て
一

杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
情
熱
を
注
ぐ
東
さ
ん
。
そ
ん
な
思
い
の
詰

ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

❶沖永良部の農園で実の状態を確認する東さん　❷焙煎前
に一つ一つ欠点豆を取り除く「ハンドピック」　❸６次産業化
で東さんが手掛けるコーヒーようかん　❹店内に並ぶ各国
のコーヒー豆。少量ずつ焙煎し、新鮮な豆を提供　❺昨季
収穫したコーヒーの実は300㎏。脱穀して豆になったのは
100㎏　❻店内で行っている遠赤外線焙煎

コ
ー
ヒ
ー
に

情
熱
を
注
ぐ

沖
永
良
部
島
和
泊
町
出
身
。
昨
年
か

ら
沖
永
良
部
コ
ー
ヒ
ー
が
持
つ
健
康

へ
の
効
果
を
鹿
児
島
大
学
と
共
同
研

究
し
て
い
る
。
隼
人
町
在
住
。

東 

さ
つ
き
さ
ん（
47
）

Vol.141THE SCENE

霧島に生きる

❶

❷

❹

❻

❺

❸
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

市
少
年
少
女
合
唱
祭

⃝
�

日
時
＝
３
月
24
日（
日
）午
後
２

時
～
３
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

出
演
＝
市
少
年
少
女
合
唱
団
、

国
分
中
学
校
合
唱
部

※環霧島会議は、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で  構成され、県境を越えて連携し、地域活性化を図ります。錦江湾奥会議は、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

小
学
校
（
以
上
隼
人
）

◦�

一
般
の
部
＝
上
井
第
一
老
人
ク

ラ
ブ
（
国
分
）

◎�

�問
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎（
64
）

０
９
２
４

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
３
月
７
日（
木
）～
19
日

（
火
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
64
）０
７
０
９

み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル

自
主
事
業

■�

第
87
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
記
念
演
奏
会

各
部
門
で
一
位
を
受
賞
し
た
新

星
５
人
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

⃝
�

出
演
者
＝
小こ

井い

土ど

文ふ
み

哉や

さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）、荒
井
里り

桜お

さ
ん（
バ

イ
オ
リ
ン
）、
森
野
美
咲
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
三
村
梨
紗
さ
ん

（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
中な

か

舘だ
て

壮
志

さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

⃝
�

日
時
＝
４
月
14
日（
日
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
10
分

他
の
市
区
町
村
に
住
ん
で
い
る

人
で
、
住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
住
民
票
を
移
し
て
３
カ
月

を
経
過
し
て
い
な
い
場
合
は
、
新

し
い
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

引
っ
越
し
し
た
ら
必
ず
住
民
票
を

移
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎（
64
）０
７
０
９

ま
せ
ん
か
。
交
付
を
希
望
す
る
団

体
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
地
区
自
治
公
民
館
や
自

治
会
、
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
団
体

⃝
�

内
容
＝
国
・
県
・
市
が
管
理
す
る

市
内
の
河
川
や
堤
防
で
次
の
取

り
組
み
が
必
要

◦�

草
払
い
や
ご
み
の
収
集
・
処
分

を
そ
れ
ぞ
れ
年
２
回
以
上

◦�

ご
み
の
不
法
投
棄
や
堤
防
の
破

損
な
ど
の
情
報
提
供

⃝
�

支
援
金
＝
広
さ
に
応
じ
て
３
万

～
５
万
円

⃝
�

登
録
期
限
＝
５
月
31
日（
金
）

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
写
真
展

霧
島
山
が
原
産
地
と
さ
れ
、
紅

色
の
花
を
咲
か
せ
る
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
３
月
23
日（
土
）～
４
月

25
日（
木
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
前

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
開
花
時
期

に
合
わ
せ
て
、
個
人
宅
の
庭
を
公

開
す
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
も
開

催
し
ま
す
。
公
開
時
期
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

結
果
発
表

平
成
30
年
度
霧
島
市
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
行
わ
れ
、

学
校
の
部
、
一
般
の
部
の
２
部
門

で
各
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
ソ
ニ
ー
賞

◦�

学
校
の
部
＝
安
良
小
学
校
（
横

川
）

◦�

一
般
の
部
＝
西
牧
之
原
地
区
長

寿
会
（
福
山
）

■
金
賞

◦�

学
校
の
部
＝
川
原
小
学
校
、
木

原
小
・
中
学
校
、
平
山
小
学
校
、

塚
脇
小
学
校
、
天
降
川
小
学
校

（
以
上
国
分
）、持
松
小
学
校（
牧

園
）、
小
浜
小
学
校
、
中
福
良

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

☎（
64
）０
７
１
０

引
っ
越
し
を
し
た
ら

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う

選
挙
で
投
票
で
き
る
場
所
は
、

原
則
と
し
て
住
民
票
の
あ
る
市
区

町
村
で
す
。

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
２
千
円
、
学
生

千
円
（
全
席
自
由
、
未
就
学
児

は
入
場
不
可
）

※
託
児
あ
り
。（
有
料
・
要
予
約
）

◎�

�問
＝
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
☎（
78
）

８
０
０
０

桜
の
下
で

霧
島
の
春
を
楽
し
む

毎
年
恒
例
の
「
神
話
の
里
公
園

桜
の
集
い
」を
開
催
し
ま
す
。霧
島

九
面
太
鼓
の
演
奏
や
ポ
ン
菓
子
・

ね
っ
た
ぼ
の
実
演
、
振
る
舞
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
31
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
神
話
の
里
公
園
神
話
館

※�

荒
天
時
は
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
神
話
の
里
公
園
☎（
57
）１

７
１
１

河
川
の
美
化
活
動
に
支
援
金

河
川
の
景
観
保
全
の
た
め
に
美

化
活
動
を
行
う
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
支

援
金
を
交
付
す
る
河
川
ア
ダ
プ
ト

（
里
親
）
制
度
が
あ
り
ま
す
。

心
を
癒
や
す
河
川
景
観
を
、
私

た
ち
の
手
で
未
来
に
残
し
て
い
き

環霧島・錦江湾奥イベント情報

⃝�日時＝3月24日（日）午前９時～午後２時
30分

⃝�集合場所＝協和地区公民館（海潟18）
⃝�内容＝海潟漁港や鉄道跡地など約7.5㎞
を歩いて巡ります。（参加無料）
＝協和地区公民館  ☎0994（32）1920

⃝�期間＝３月下旬～４月上旬
⃝�場所＝母智丘（もちお）公園（横市町）
⃝�内容＝日没から午後９時までのライト
アップのほか、3月30日・31日は民俗芸
能などの披露もあります。
＝��都城観光協会  ☎0986（23）2460

協和校区1日ハイキング大会 都城もちお桜まつり垂水市 都城市
⃝�期間＝３月９日（土）～４月７日（日）
⃝�開園時間＝午前９時～午後５時
⃝�入園料＝500円（小中学生100円）
⃝�内容＝土日・祝日を中心に動物を間近で
見られるイベントを開催
＝��平川動物公園  ☎099（261）2326

平川動物公園 春の動物公園まつり鹿児島市
⃝�日時＝３月24日（日）午前９時～正午
⃝�場所＝サボーランドパーク姶良
⃝�定員／参加料＝30人／200円
⃝�申込期限＝３月20日（水）

＝姶良市観光ボランティアガイド会
☎（66）3145

はなももの里ウオーキング姶良市

◎時間延長を行う担当課の業務

◎時間延長を行う期間

※１.�赤字(下線)で表示してある業務は、「コア・よか」でも取り扱っています。
　　  問＝市民サービスセンター「コア・よか」☎（46）1337
　２.�暗証番号を登録した「霧島市民カード」を持っている人は、自動交付機（国分シビックセンター

行政庁舎本館１階）で住民票、印鑑証明、一部の税証明を取ることができます。
※年末・年始を除く毎日、午前８時から午後８時まで。

　３.�暗証番号を登録した「マイナンバー（個人番号）カード」を持っている人は、コンビニエンスス
トアで住民票、印鑑証明、一部の税証明、戸籍謄抄本（本籍が霧島市の場合のみ）などを取る
ことができます。
※住民票・印鑑証明 … 毎日午前６時30分から午後11時まで（年末・年始を除く）。
※戸籍謄抄本など … 平日午前８時15分から午後５時まで（年末・年始を除く）。

�問＝市民課  ☎（64）0901

区　　分 取　り　扱　う　業　務　内　容

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

市　民　課

住民異動届の受け付け、※1住民票の交付、印鑑証明の交付、印
鑑登録、戸籍謄抄本の交付、市県民税（所得証明）、課税証明（個
人・世帯）、納税証明（市県民税、軽自動車税〔車検用〕）、戸籍届け
書の受け付け、マイナンバーカード交付
※�市民サービスセンターでの戸籍謄抄本の交付は､ 現在戸籍に限ります。

保険年金課 国民健康保険の届け出・受け付け、被保険者証の発行、国民年金・
後期高齢者医療関係の届け出・受け付けなど

長寿・障害
福　祉　課 介護保険関係の各種申請・受け付け

子　育　て
支　援　課

児童手当、子ども医療費助成などの申請・受け付け、保育所への
入園申し込みなど

水
道

水道管理課
（上下水道部
お客様センター）

水道の使用開始と精算の受け付け
場所：�隼人町内341 ☎（42）3500

3 月 4月
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 月 火 水

午後５時
まで

午後７時
まで

午後５時
まで

午後７時
まで

引っ越しシーズンの窓口の受付時間を延長します
３月末から４月の初めは、引っ越しに関する手続きなどのため、窓口が
大変混み合います。市では、３月23日（土）から４月４日（木）までの間、国分
シビックセンターと市水道庁舎（隼人）で窓口の受付時間を延長します。
◦平日＝午後５時～７時　◦土日＝午前８時15分～午後５時
延長時間帯は、比較的短時間で手続きができます。
各種証明書の交付のみの場合は、午前10時から午後７時まで開所してい
る市民サービスセンター「コア・よか」もご利用ください。
※国民年金は、平日のみ延長します。

オープンガーデンに咲くキリシマツツジ

神話の里公園からの景色
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募
　
集

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
作
ろ
う

つ
る
性
の
植
物
を
窓
際
に
は
わ

せ
、
光
を
遮
る
こ
と
で
室
温
の
上

昇
を
抑
え
る
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」。

冷
房
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
が
で

き
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
も
貢

献
し
ま
す
。

国
分
中
央
高
校
園
芸
工
学
科
の

生
徒
が
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
作
り
方

や
育
て
方
を
教
え
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ

や
ヘ
チ
マ
の
苗
も
配
布
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
４
月
13
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

対
象
＝
市
内
の
家
庭
、
学
校
、

企
業
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
単
位

（
１
人
で
も
可
）。
た
だ
し
１
団

体
３
グ
ル
ー
プ
ま
で
。

⃝
�

定
員
＝
先
着
１
０
０
グ
ル
ー
プ

⃝
�

申
込
方
法
＝
グ
ル
ー
プ
名
、
代

表
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

⃝
�

申
込
期
限
＝
４
月
３
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）

０
９
５
０
、℻（
46
）０
５
６
６
、 

メ
ー
ルkankyo@

city-kiri 
shim

a.jp

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
28
日（
木
）

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５
、
℻

（
42
）８
８
８
６

天
降
川
地
区
共
同
利
用
施
設

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
生

■�

フ
ラ
ダ
ン
ス
（
初
・
中
級
者
向

け
）

な
じ
み
の
歌
に
乗
っ
て
一
緒
に

踊
り
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
４
月
24
日
～
９
月
25
日

（
第
２
・
第
４
水
曜
・
全
10
回
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
成
人
女
性

（
毎
週
月
曜
・
全
18
回
） 

午
後

７
時
～
９
時

■
通
訳
者
養
成
（
基
本
課
程
）

⃝
�

日
時
＝
４
月
９
日
～
３
月
24
日

（
隔
週
火
曜
・
全
32
回
）
午
後

７
時
～
９
時

⃝
�

対
象
＝
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
・
基
礎
）の
両
課
程
を
修

了
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
同
等

の
レ
ベ
ル
を
習
得
し
て
い
る
人

■
通
訳
者
養
成
（
応
用
課
程
）

⃝
�

日
時
＝
４
月
９
日
～
３
月
24
日

（
隔
週
火
曜
・
全
30
回
） 

午
後

７
時
～
９
時

⃝
�

対
象
＝
手
話
通
訳
者
養
成
講
座

（
基
本
）
を
修
了
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
同
等
の
レ
ベ
ル
を
習
得

し
て
い
る
人
で
、
手
話
通
訳
者

統
一
試
験
を
受
験
し
手
話
通
訳

者
登
録
を
考
え
て
い
る
人

【
共
通
事
項
】

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館

⃝
�

対
象
＝
18
歳
以
上
（
高
校
生
除

く
）

⃝
�

定
員
＝
各
講
座
30
人
程
度
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

受
講
料
＝
無
料
（
別
途
、
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
22
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課

☎（
64
）０
８
５
５

姉
妹
都
市（
岐
阜
県
海
津
市
）

交
流
事
業

薩
摩
義
士
の
偉
業
史
跡
、
木
曽

三さ
ん

川せ
ん

公
園
、
金
華
山
、
杉
原
千ち

畝う
ね

記
念
館
、
馬ま

籠ご
め

宿じ
ゅ
くな
ど
の
視
察
、

治
水
神
社
春
の
大
祭
参
列
、
交
流

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

期
日
＝
４
月
24
日（
水
）～
26
日

（
金
）２
泊
３
日　

⃝
�

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
健
康
な
人
で
、
薩

摩
義
士
に
興
味
が
あ
り
霧
島
市

薩
摩
義
士
顕
彰
会
に
３
年
間
入

会
で
き
る
人（
年
会
費
２
千
円
）

⃝
�

負
担
金
＝
４
万
円

⃝
�

定
員
＝
12
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
地
域
や
過
去
参
加
の

有
無
を
考
慮
し
た
上
で
抽
選
）

⃝
�

応
募
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、ふ
り
が
な
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
29
日（
金
）必

着
◎�

�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

手
話
奉
仕
員
・
手
話
通
訳

養
成
講
座
受
講
者

■
奉
仕
員
養
成
（
入
門
課
程
）

⃝
�

日
時
＝
４
月
８
日
～
９
月
２
日

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
13
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

準
備
＝
筆
記
具
、
タ
オ
ル

⃝
�

受
講
料
＝
５
千
円

⃝
�

受
付
＝
３
月
11
日（
月
）か
ら

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

サ
ン・
あ
も
り
自
主
講
座

■
太
極
拳
講
座

⃝
�

日
時
＝
４
月
５
日
～
６
月
28
日

（
全
て
金
曜
・
全
10
回
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人
（
10
人
以
上

で
実
施
）　

⃝
�

受
講
料
＝
４
５
０
０
円

⃝
�

準
備
＝
室
内
シ
ュ
ー
ズ

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

⃝
�

日
時
＝
４
月
10
日
～
６
月
19
日

（
全
て
水
曜
・
全
10
回
）
午
後

７
時
～
７
時
50
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
５
千
円

⃝
�

準
備
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ

オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

■
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

⃝
�

日
時
＝
４
月
15
日
～
６
月
17
日

（
全
て
月
曜
・
全
８
回
）
午
前

９
時
50
分
～
10
時
50
分

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

で
実
施
）

⃝
�

受
講
料
＝
４
千
円

⃝
�

準
備
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ

オ
ル
可
）、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

県
民
の
森
イ
ベ
ン
ト

■
親
子
た
け
の
こ
掘
り
体
験

⃝
�

日
時
＝
４
月
６
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

集
合
場
所
＝
県
民
の
森
緑
化
セ

ン
タ
ー（
溝
辺
町
有
川
２
９
８
７
）

⃝
�

対
象
＝
３
歳
以
上
（
保
護
者
同

伴
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
家
族

⃝
�

参
加
料
＝
１
人
３
０
０
円

■�

若
葉
観
賞
ウ
オ
ー
ク
と
春
の
山

菜
摘
み
体
験

⃝
�

日
時
＝
４
月
７
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

集
合
場
所
＝
県
民
の
森
管
理
事

務
所
（
姶
良
市
北
山
３
４
６
４

－
１
１
９
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

参
加
料
＝
９
０
０
円

【
共
通
事
項
】

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
26
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
県
民
の
森
管
理
事
務

所
☎（
68
）０
５
５
７

■
み
ど
り
の
教
室

園
芸
研
究
科
の
木き
の

下し
た

政ま
さ

一か
つ

さ
ん

が
春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

講
義
を
し
ま
す
。
そ
の
他
、
緑
化

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
４
月
20
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
県
民
の
森
緑
化
セ
ン

タ
ー（
溝
辺
町
有
川
２
９
８
７
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人

⃝
�

参
加
料
＝
４
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
４
月
８
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
県
民
の
森
緑
化
セ
ン

タ
ー
☎（
59
）２
３
７
４

第
一
工
業
大
学
公
開
講
座

◎�

�問
＝
第
一
工
業
大
学
社
会
連
携

セ
ン
タ
ー
☎（
45
）３
０
０
３

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

■
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　
Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ

自
分
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
で
英
語

を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

※�

参
加
は
１
人
１
つ
の
レ
ベ
ル
に

限
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
４
月
１
日（
月
）【
初
級
】

午
後
６
時
～
７
時
、【
中
級
】
午

後
７
時
10
分
～
８
時
10
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
中
研
修
室

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
29
日（
金
）

■
英
語
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

国
際
交
流
員
と
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
４
月
３
日（
水
）午
後
２

時
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室

⃝
�

申
込
期
限
＝
４
月
２
日（
火
）

【
共
通
事
項
】

⃝
�

対
象
＝
市
民

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
、
前

日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�
�問・�申
＝
市
民
活
動
推
進
課
☎

（
64
）０
９
２
４

第
12
代
霧
島
ふ
る
さ
と
大
使

霧
島
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信

す
る
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
「
霧
島
ふ
る

さ
と
大
使
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

募
集
人
数
＝
３
人

⃝
�

応
募
期
限
＝
４
月
26
日（
金
）

⃝
�

選
考
会
＝
５
月
12
日（
日
）

⃝
�

任
期
＝
霧
島
国
分
夏
ま
つ
り

（
７
月
13
日
）か
ら
１
年
間

※�

応
募
資
格
、
応
募
方
法
は
市
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�申
＝
市
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
運

営
協
議
会
（
霧
島
Ｐ
Ｒ
課
内
）

☎（
64
）０
７
０
５

西せ

郷ご

ど
ん
関
連
地
史
跡
巡
り

鹿
児
島
神
宮
や
蛭ひ

る

児こ

神
社
、
日

当
山
西
郷
ど
ん
村
な
ど
を
巡
り
ま

す
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
30
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

集
合
場
所
＝
日
当
山
西
郷
ど
ん

村
駐
車
場
（
隼
人
町
内
１
４
８

７
－
１
）

⃝
�

定
員
＝
30
人

⃝
�

参
加
料
＝
小
学
生
２
５
０
円
、

中
学
生
以
上
５
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
代
表
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
者
氏

名
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

◦場所＝第一工業大学　◦定員＝無し　◦�参加料＝無料
◦�申込方法＝第一工業大学社会連携センターのホームページから
◦�申込期限＝各開催日の１週間前まで

講　　座　　名 日　時

本当はコワいスマホ・パソコン
セキュリティのはなし

4/13（土）
10：00～ 11：00

きのこで健康な体をつくる 4/27（土）
10：00～ 11：00

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

◦実施期間＝５月～ 2020年３月
◦�対象＝人権啓発センター主催の人権学習会(年５回予
定)に参加できる市民
◦受講料＝無料
◦申込期間＝３月18日(月) ～４月５日(金)
※�申し込み多数の場合は抽選、少数の場合は開講しない
ことがあります。

�問・�申＝隼人人権啓発センター  ☎（42）0558

隼人人権啓発センター教室
人権・同和問題に対する理解を深めることを目的に、各
種教室を開講します。

教　室　名 日　程 時　間

絵手紙 第１月曜 9：30～ 11：30

着物着付け 第２・４月曜 10：00～ 12：00

元気体操 第２・４水曜 9：30～ 11：30

津軽三味線
※楽器無料貸し出しあり 第１・３水曜 13：00～ 15：00

パソコン
(初心者向け) 毎週火曜 10：00～ 12：00

フラワー
アレンジメント 第２火曜 13：00～ 15：00

舞踊（藤若流） 毎週金曜 13：00～ 15：00

ヨガ 第１・３木曜 19：00～ 21：00

暮らしに役立つ
折り紙 第１水曜 9：30～ 11：30

楽しいパッチワーク
（小物作り） 第３火曜 13：00～ 15：00
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２
月
号
の
特
集
は
人
権
で
し

た
ね
。
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
の
人
が
生
き
る
こ
の
社
会
で
、
娘

た
ち
に
何
を
伝
え
て
い
け
る
か
な

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
権

と
聞
く
と
、
広
く
て
深
く
、
と
て

も
難
し
く
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
身
近
な
人
の
心
に
寄
り
添

う
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。
娘
た
ち
に
も
自

分
が
さ
れ
た
ら
嫌
な
こ
と
は
し
な
い
、

困
っ
て
い
る
子
が
い
た
ら
助
け
る
な

ど
、
小
さ
い
と
き
か
ら
自
然
と
相

手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
身
に
付

け
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
紹
介
さ

れ
て
い
た
人
権
に
関
す
る
絵
本
を

図
書
館
で
借
り
て
、
子
ど
も
と
一
緒

に
読
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
何
か

を
感
じ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
こ
ゆ
っ
き
ー
32
歳
女
性
）

●

親
か
ら
子
ど
も
へ
の
虐
待
、

生
徒
や
教
師
か
ら
の
い
じ

め
、
暴
力
な
ど
、
悲
惨
な
ニ
ュ
ー

ス
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
つ
ら
い
日
々

を
送
っ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、

涙
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
人
は
一
人
で

は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
愛
し
さ

や
相
手
を
思
い
や
る
や
さ
し
さ
を

持
ち
、
悲
し
い
出
来
事
が
繰
り
返

さ
れ
な
い
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。（
隼
人
の
じ
い
じ
62

歳
男
性
）

●

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
母
と
同

居
し
て
い
ま
す
。
母
の
体

調
だ
け
で
な
く
、
疲
れ
て
い
る
私

ま
で
気
遣
っ
て
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
る
近
所
の
皆
さ
ん
に
、
ど
れ
だ

け
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
２
月
号
の
特
集
タ
イ

ト
ル
「
き
っ
と
、
幸
せ
に
な
ろ
う
」

は
、
な
ん
て
優
し
い
言
葉
な
の
で

し
ょ
う
。
私
も
優
し
い
人
間
に
な
っ

て
、
優
し
い
言
葉
で
人
を
勇
気
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｍ
48
歳
男
性
）

●

２
月
号
の
人
権
特
集
に
は
、
他

に
も
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
頂
き

ま
し
た
。
今
一
度
読
み
返
し
て
い

た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
人
の

心
に
私
た
ち
の
思
い
が
届
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
霧
島
市
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

来
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
公

園
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
ど
こ
も

き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ

る
環
境
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
あ

り
が
た
い
で
す
。
子
育
て
支
援
も

充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市

内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
先
生
も
温

か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
霧
島
市
で
楽
し
く
子

育
て
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
う

れ
し
い
で
す
。（
お
に
ぎ
り
マ
マ
32

歳
女
性
）

●

２
歳
と
１
歳
の
年
子
の
育
児

に
奮
闘
し
て
い
る
毎
日
で

す
。
上
の
子
の
イ
ヤ
イ
ヤ
と
、
下

の
子
の
夜
泣
き
で
毎
日
へ
と
へ
と

で
す
が
、
そ
れ
を
癒
や
し
て
く
れ

る
の
も
ま
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

独
身
時
代
は
特
に
何
も
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
が
産
ま
れ

て
か
ら
は
充
実
し
て
い
る
霧
島
市

の
子
育
て
支
援
に
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
と
な

る
こ
の
土
地
で
、
す
て
き
な
思
い

出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
っ
て
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。（
ゆ
う
す
け

29
歳
女
性
）

●

子
育
て
に
優
し
い
霧
島
市
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
か
せ
く

だ
さ
い
。

ミ
ラ
イ
、
ワ
ク
・
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

を
い
つ
も
楽
し
み
に
見
て

本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお
寄せください。お便りはとじ込みのはがき、ファクス（0995
－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは左の２次元コー
ド、パソコンは市ホームページからお送りください。

い
ま
す
。
霧
島
市
内
に
は
、
多
く

の
良
い
企
業
が
あ
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
紹
介
さ
れ
、
若
い
人
た
ち
が

霧
島
市
に
就
職
し
よ
う
と
思
え
る

き
っ
か
け
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。（
お
か
ち
ゃ
ん
52
歳
男
性
）

●

地
元
就
職
率
を
高
め
る
た
め
に

市
内
で
操
業
し
て
い
る
企
業
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
霧
島
市
の
人
口

を
増
や
す
た
め
に
は
、
転
出
を
防

ぐ
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
す
。

一
番
下
の
子
ど
も
が
成
人
し
、

や
っ
と
自
分
の
時
間
を
持

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や

り
た
い
と
思
い
、
広
報
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な

ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
人
生
は

こ
れ
か
ら
で
す
。
自
分
が
輝
い
て

生
活
し
て
い
く
た
め
に
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
ま
み
53
歳

女
性
）

●

今
月
は
公
民
館
講
座
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

楽
し
く
生
き
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

昨
年
は
大
河
ド
ラ
マ
西
郷
ど

ん
や
明
治
維
新
１
５
０
周

年
で
鹿
児
島
県
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
ね
。
歴
史
巡
り
の
散
策
が
大

好
き
な
私
は
、
歴
史
に
関
す
る
講

座
の
お
知
ら
せ
が
あ
る
と
、
い
つ

い
で
す
。
今
年
は
ど
ん
な
本
に
出

会
え
る
か
楽
し
み
で
す
。（
も
も
っ

し
ー
42
歳
女
性
）●

読
ん
だ
本
の
履
歴
を
見
る
た
め

に
は
、
国
分
図
書
館
か
隼
人
図
書

館
で
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
細
は

国
分
図
書
館（
☎
64
－
０
９
１
８
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
ま
つ
り
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
健
康
体
操
や

認
知
症
予
防
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
菊
池
桃
子
さ
ん
の
講
演
は

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
素
晴
ら
し

い
お
話
で
し
た
。
家
に
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
こ
の
季
節
で
す
が
、
外

も
応
募
し
て
い
ま
す
。
霧
島
市
に

も
西
郷
さ
ん
ゆ
か
り
の
地
や
素
晴

ら
し
い
史
跡
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ

か
ら
も
霧
島
の
歴
史
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
歴
美
53
歳

女
性
）

●

霧
島
市
は
歴
史
的
魅
力
も
た
く

さ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
触

れ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

い
つ
も
図
書
館
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
先
日
、
こ
れ
ま

で
に
読
ん
だ
本
の
履
歴
を
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
こ

と
を
図
書
館
の
窓
口
で
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
読
み
た
い
本
の

予
約
も
で
き
、
本
当
に
あ
り
が
た

に
出
掛
け
て
貴
重
な
体
験
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ほ
の
ち
ゃ
ん

バ
ア
バ
61
歳
女
性
）●

ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
た
菊
池
桃
子

さ
ん
の
講
演
。
お
子
さ
ん
の
こ
と

か
ら
雇
用
政
策
ま
で
、
分
か
り
や

す
い
お
話
で
し
た
ね
。
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
各
コ
ー
ナ
ー

も
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
１
０
４
通
の
お
便
り

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Readers Voice

読者の声

花
里
富
喜
子
さ
ん（
国
分
）

今
月
の
絵
手
紙【

弥
生
】

妊娠中・出産後に働くときは
母性健康管理指導事項連絡
カードを利用しましょう
妊娠中は体調が大きく変化し、母体にも
大きな影響を与えます。事業主は妊婦が体
に負担なく働くことができるように必要な
措置を講じる義務があります。

⃝妊娠中・出産後の職場生活
　妊娠中に働くときは、時間外労働や休日労働、深

夜労働の免除を請求できます。変則的な勤務体制の

職場は、１日または１週間の法定労働時間を超えて

労働しないことを請求できます。（労働基準法第66

条）

　妊娠や出産、産前・産後・育児休業などを理由に

した解雇や不利益な異動、減給、降格、パートへの

契約変更、雇い止めなどの不利益な取り扱いは、男

女雇用機会均等法（第９条第３項）、育児・介護休暇

法（第10条）で禁止されています。

⃝医師から働き方の指導を受けたら

女性労働者が妊娠中や出産後に健康診査で医師か

ら働き方の指導を受けたときは、事業主は女性労働

者に対して時差出勤や勤務時間の短縮、休憩時間の

延長や回数の増加、作業の軽減などの対応をとるこ

とが定められています。（男女雇用機会均等法第13

条）

医師の指導内容を事業主に的確に伝えるため、医

師に「母性健康管理指導事項連絡カード（以下「カー

ド」）」を提出し、必要事項を書いてもらいましょう。

事業主はカードが提出されたら記載内容に応じて適

切な措置を講じる必要があります。カードは一般の

傷病の診断書と同等に取り扱われますので、カード

があれば別に診断書を提出する必要はありません。

カードは、母子健康手帳に記載してある様式をコ

ピーして使用するか、厚生労働省ホームページから

ダウンロードしてください。

�問＝鹿児島労働局雇用環境・均等室
鹿児島市山下町13-21
☎099（223）8239

厚生労働省　母健連絡カード 検索
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◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中からUne Passion（アンパッション）より「商品券
（1,000円分）」を15人の方にプレゼント。応募締め切りは３月22日（金）当日消印有効です。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

ED
IT

O
R

'S

今年もまた「異動の春」がやってきまし
た。全国９位の乗降客数を誇る鹿児島
空港では、たくさんの出会いと別れを
乗せた飛行機が離着陸します。写真は
隼人町の糸走（いとばしり）地区から見上
げた、着陸間近の飛行機です。進入
灯と菜の花の上を、ごう音を響かせて
下降する銀色に輝く機体。霧島市で新
生活を始める皆さんの期待が実を結ぶ
よう願いシャッターを押しました（川床）

輝くキタイ（隼人町西光寺）
平成29年４月２日 午前９時42分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17～ 55mm・F2.8
1/1000　F7.1　ISO500

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

◎人口／ 125,822人（-2）  ◎世帯数／ 60,613世帯（-4）
・男性／60,700人（-11） ・女性／65,122人（+9） ・出生98人 ・死亡148人 ・転入305人 ・転出251人	 （平成31年２月１日現在）

マチイロ（広報誌電子版） 霧島市Twitter

霧島市ホームページ 霧島市Facebookいつでも、どこでも、霧島市の情報を。
より多くの皆さんに市の情報を知ってもらうため、さまざ
まなツールで情報を発信しています。

動画共有サイトYouTubeで霧
島市が公開している動画を見
られます。

霧島市を好きになってもらう
ために霧島市の魅力を発信し
ています。

YouTube動画配信 きりしまWAGON（Facebook）

観光や子育て、移住定住情報、
イベントカレンダー、行政情
報など情報満載。

市の公式フェイスブック。「い
いね」をして市からの最新情
報をキャッチしてください。

発行日に広報きりしまがス
マートフォンやタブレットへ
自動配信されます。

霧島市をフォローすると、市
ホームページが更新されるた
びに情報が届きます。

エ
ビ
で
タ
イ
を
釣
る

国
分
広
瀬
の
住
吉
池
で
、
毎

年
８
月
16
日
に
行
わ
れ
る
「
は

ん
ぎ
り
出
し
」。
お
盆
明
け
の

精
進
落
と
し
と
し
て
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
す
。

「
は
ん
ぎ
り
」
と
い
わ
れ
る
牛

馬
の
飼
料
桶
と
２
本
の
竹
を
使

い
、
板
で
組
ん
だ
い
か
だ
の
上

か
ら
網
を
投
げ
て
エ
ッ
ナ
（
ボ

ラ
の
子
）
を
捕
り
ま
す
。

近
年
は
捕
れ
る
エ
ッ
ナ
の
数

が
減
少
し
、
池
の
環
境
整
備
を

求
め
る
要
望
も
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
市
の
支
援
策
を
検
討
す

る
中
、
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
で
、

池
の
水
を
抜
い
て
生
態
系
を
調

べ
る
「
池
の
水
ぜ
ん
ぶ
抜
く
大

作
戦
」
に
着
目
。
住
吉
池
の
調

査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
１
月

14
日
に
収
録
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
放
送
で
霧
島
市
を
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
池
を
き
れ
い
に
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
私
も
約

２
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
と
池
に
入
り
、
泥
と
格

闘
。
お
昼
に
は
地
域
の
皆
さ
ん

が
豚
汁
「
舞
鶴
千
人
鍋
」
を
振

る
舞
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

住
吉
池
の
調
査
結
果
は
、
３

月
９
日
に
鹿
児
島
テ
レ
ビ
（
Ｋ

Ｔ
Ｓ
）
で
放
送
予
定
で
す
。
行

政
の
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
知
恵
を

出
し
合
い
な
が
ら
、
市
政
の
発

展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
コ
ラ
ム

中
重
真
一

https://www.facebook.com/kirishimawagon/
霧島市公式フェイスブック（きりしまワゴン）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

水道やガスなどの使用量計測のほか、製造業にも欠かせない存在だ
と知った流量計。流量の制御はコスト削減や機器の故障防止に

つながるのだそう。これから歓送迎会シーズン。私のように「飲食量を
制御してくれる流量計があったら」と願うおじさまたちは多いはず（川床）

公民館の魚のさばき方講座で取材日にさばいていたのはヒラメ。楽
しく話をしながら手際よく５枚におろしていく皆さんの生き生きと

した表情が印象的でした。私もこれから川床先輩の仕事のさばき方講
座を真面目に受けて、広報ライフをエンジョイしたいと思います（森本）

人の風景の取材で東さんの情熱に感銘を受け、ますますノアコー
ヒーが好きになりました。コーヒーにはさまざまな効能があり、老

化を遅らせるというアンチエイジング効果も。東さんが若々しくお美し
いのに納得しました。美のために私もコーヒーを飲み続けるわよ（新村）

パソコンは仕事の必須アイテムですが、平成の初めは手書きやタイ
プライターが主流。ワープロはようやく課に数台配置された頃で

した。元号が変わった平成元年１月、申請書に印字された「昭和」の文字
に横線を引き、「平成」のゴム印を押していたあの頃が懐かしい（上小園）

52
歳
の
と
き
、
そ
れ
ま
で
無
我
夢
中
で
走
り
続
け
て
き
た
現
役
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、

７
つ
年
下
の
妻
と
「
つ
い
の
す
み
か
」
と
す
る
た
め
に
霧
島
市
へ
移
住
し
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
や
進
学
予
備
校
を
経
営
し
、
海
外
へ
の
旅
も
49
カ
国
を
数
え
た
後
で
し
た
。
ま
さ
に

「
動
」か
ら「
静
」へ
の
大
転
換
を
遂
げ
た
私
は
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
58
歳
で
新
聞
投
稿
を

始
め
ま
す
。
エ
ッ
セ
イ
を
手
始
め
に
、
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
と
ジ
ャ
ン
ル
を
広
げ
ま
し
た
。

投
稿
の
対
象
紙
は
、
全
国
に
散
ら
ば
っ
た
学
友
に
読
ん
で
も
ら
い
た
く
て
全
国
紙
の
「
毎
日
」

「
朝
日
」「
読
売
」に
絞
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
俳
句
も
短
歌
も
、
句
会
や
歌
会
の
経
験
は
無
く
、

結
社
に
も
属
さ
な
い
ず
ぶ
の
素
人
で
す
。
し
か
し
悪
戦
苦
闘
を
続
け
る
う
ち
に
運
よ
く
掲
載
数

が
増
え
て
い
き
、
10
年
も
た
つ
と
掲
載
作
品
だ
け
で
編
ん
だ
文
庫
本
「
高
千
穂
ス
ケ
ッ
チ
」
は

な
ん
と
６
巻
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
巻
２
０
０
～
３
０
０
冊
を
無
料
で
配
り
読
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
読
者
の
多
く
は
、
長
い
人
生
で
苦
労
を
経
験
さ
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
で
す
。

新
聞
で
知
り
合
っ
た
全
国
の
見
知
ら
ぬ
フ
ァ
ン
の
方
も
何
人
か
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
そ
ん
な
私
に
、
は
っ
と
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
作
品
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
る
た
び
に
「
霧
島
市　

久
野
茂
樹
」
と
う
た
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
新
聞
を
通
し
て
知
ら
な
い
間
に
霧
島
市
の
名
前
が
全
国
津
々
浦
々
に
発
信
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
他
県
の
方
か
ら
も
「
新
聞
を
開
く
と
ま
ず
霧
島
を
探
し
ま
す
よ
」
と
い
う
う
れ
し
い

便
り
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
霧
島
市
は
山さ
ん

紫し

水す
い

明め
い

、
薩
摩
の
※

ま
ほ
ら
で
す
。
で
す
か 

ら
、
高
千
穂
や
霧
島
連
山
な
ど
の
固
有
名
詞
を
積
極
的
に
俳
句
や
短
歌
に
使
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
で
も
実
際
は
こ
こ
高
千
穂
リ
ゾ
ー
ト
の
別
荘
地
を
購
入
す
る
と
き
、
森
の
向
こ
う
に
雄

大
な
霧
島
連
山
が
そ
び
え
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
た
の
で
す
が
…
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
も
作
品
を
通
し
て
霧
島
市
の
名
前
を
ど
ん
ど
ん
全
国
に
発
信
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
読
売
俳
壇
に
入
選
し
た
私
の
一
句
を
紹
介
。

「
二
つ
目
の　

ふ
る
さ
と
こ
こ
に　

赤
と
ん
ぼ
」（
矢
島
渚
男
選
）

久
く

野
の

 茂樹さん（69）
神奈川県横須賀市生まれ。静岡県磐田市で育ち、県立磐田南
高校から早稲田大学。大学中退後、サラリーマンを経てコー
ヒーショップ「クロワッサン」、後に進学予備校「キーウエス
ト」を経営。52歳でリタイア後、霧島市へ移住。新聞投稿を
ライフワークに妻と隠居生活の日々を送る。霧島在住。

霧島市を全国に発信する

自宅の庭で妻の弥生さん（62）と創作にふける久野さん（右）

※素晴らしい場所のこと。「まほろば」ともいう。

3PRESENTS
私たちが作るお菓子を通じて一人でも多くの皆さまが幸せを感じられるよ
う、毎日、正直にお菓子作りに取り組んでいます。出来たて、焼きたて、
生まれたてのお菓子を感じていただければ幸いです。色・味・甘い香りを
お楽しみください。

Une Passionの商品券（1,000円分）をプレゼント

アンパッション 検索
国分中央1-3-42（国分駅前） ☎（73）6938
営業時間／ 9：30 ～ 19：00　定休日／水曜日

アンパッション

Une Passion（パティスリー  アンパッション） Pâtissierè
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